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　　I．　誠樹脂塗料

　　第一次大職後にはラ・かが出現して・塗料および塗

　装界に大きな攣革をもたらしたが，第ゴ弐大職申から後

　にかけて，國内原料でまかなえる各種の人造（合成）樹

　　脂が急速な進歩をとげ，プラスチックスや繊維方面には

　なやかな姿をみせているが，塗料方面への利用もまたい

　　ちじるしい屯のがあり，これらは從來の塗料では得るこ

　　とのできなかつた幾多の優秀な特性を庵つていると同時

　尋一舗鼠塗装法などの能牽的な方法のHl
　現と相まつて，まさに人造樹脂塗料時代を現出しようと

　　している。

　　そのいちじるしい特長は，無色透朗なヴエヒクルが得

　　ちれるので，完全な白塗料ができることと，機械的，化

　學的強度が大◎速乾で嶢付仕上の場合すこぶる低濫で

　　短時間に乾燥することなどである。’　．

　　．合繭脂塗職の歴史は比較蝋しぐ・1913年Albe「t．、

　博士が乾性油に溶げる7エノ”ル樹脂を獲萌し，これを・

　使つた速乾性でmu候性のよい塗料がつζられたのが，合

　　成樹脂護展の第一歩である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　弐いで1914年ec　Arsem氏が，また1927年タこKienl

　沃がそ疲れ不離油脂肪酸・乾脚脂肪酸で難した

　　アルキッド樹脂を護萌し，これによつてフェノ戸ル樹脂

　　塗料よりさらに醗候性，密着性の優秀な塗料が現われヂ

　　漸弐その優秀性が實謹され，今日なお合成樹脂塗料とし

　　て他を墜している。

　　　ほとんど時を同じくして1913年ドイツにおいては酷

　　酸ピニr－　〉レ樹脂の塗料化に成功し，ひきつづき璽化U“、・　：

　　一ッ噛脂，ビニールアル＝一ル樹E旨，ビ葺一ルァセPt・一　’

　　ル樹脂等，ビニール系樹脂の塗糊ヒがおこり，ついにピ’

、　属Pル系合成塗凝は今日の隆盛を見るようになつた。

　　’偶然にも同じ1913年Hodings氏等の硯究により尿

　　ii素樹脂の塗料イヒが緒につき，ほどなくメラミン樹脂塗i料．

　　も出現し，漸弐改良が加えられ現在きわめて有塑な合成

　　樹脂塗料の一つとなつた。　一　　　　　　　　　　’

　　　これらの外クマロン樹脂，スチロPル樹脂，アク，リル
　　　メ　ー酸樹脂等をつかつた塗糟もありヂまた最近にはフラソ樹

　　鮨，硅素樹脂等薪しい合成樹脂もおいおい塗料化されて

　　いるが，以下代表的な屯のについて紹介する。

　　　．1，尿索レジン塗糾

　　　尿素レジyは尿素とフォルマリンの結合物で，無色透

益V慧 ．一一 ヤ

朗で，塗膜はすこぶる硬く，特に光澤がすぐれ，’加熱に

よつて色が饒けることがないが，謝水性，訂擁性が劣る

ので，塗膜が白化しあるいは魑裂を生ずることがある。

したがつて塗料として活用する場合にはフタル酸・石炭

酸などを縮合の際に加えて攣性するか，あるいはフタル

酸レジンを混和してこれらの敏黙を改善する。縮含の方

法によつて水溶性のものとアルコール溶性のものと／がで

き，’また使用時に酸性の硬化剤を加えて常温乾燥させる

電のと，硬化剤は加えないで加熱すなわち嶢付乾燥を行

うものとがある。　　　　　　　　　　　　　　　’

　の　水溶性尿繁レジン鍵料　　尿素樹脂の水溶性の初s

期縮合物を用いた水溶き塗料で，フタル酸や石炭酸を加

えて攣性したものが普通でちる。透朗塗料の不揮獲分は

30～40％で，これに顔料を混和してエナメル亀製造さ

れる。『また嶢付乾燥（100～130°C，0・5～1時聞）を行う

ものと，硬化翻を加へて常温で乾燥させる竜のとがある。

硬化剤の添加量は氣濃に鷹じて加減する必要がある。ま

た硬化謝を加えたものは，その直後から反懸が進行し一

定時間後には硬化して使用不能になるから必翼量だけ混・

合することが必要である。塗繊に封して硬化醐15％を

加えた場合の温度別による乾燥時間と可使時間の一例を

次に記する◎

巌㈹障燥繭（時）「可嚇間（時）

30 5～15

　　20

　　10

15～30

40～60

3～4

6～8

8『．、

水溶性尿素レジソ塗料の峡瓢ま不安定で，貯藏中に攣

化しやすいことで，最近はii知こ述べるアルコ　・一ル溶性め

ものが虫として用いられる。

　b）　アル＝一ル藩牲尿緊レジン塗斜　　水溶性の初期

編合物がブタノplレとエステル型に結合するとアルコr

ル，．ケトソ，エステル，ペソゾe…ル系溶齊酔こ溶け，アル

コ　・一ルと石油の混合溶謝に庵可溶となる。この種のもの

は主とじて焼付乾燥用に利用され，フタル酸レジンを配

含し幡のPl多く・120℃で30・分擁付けて・白色一C’＄

攣色のない，硬い塗膜が得られ，自韓車，ミシソなどに．

廣く用いられる。衛温乾燥用のものは，硬化剤どして燐

酸モィブチル，燐酸ヂブチルのような酸性燐酸エステル

をアルコ・・ルで稀めた屯のが用いられ，その添加量およ

　　　　　　　　　　　　　　　一　　一・29’
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　　　び可使時聞ぱ水溶姓の場舎と同糠な注意を必饗とする。　　　鷲力・醗水性喝良好となりまた吹付けて屯統引きのない

・塗灘鞭く・麟ちがよ忌・ので・漆代鵬としてrkとし　蝋がでぎる・gの爾ヒジソの配含如何によ？て，　mewa

　　　て木工用に使用する・　　　　　　　　乾灘たは謝乾燥鯛のができ・前者は主として趨，
　　　　zメラミンレジン翻　　　　　　　晶の聾に・後者番ま舘cで調雅謝ける・この塗

　　　　メラミyとフオルツソとをアル畑鱗で縮舎させ　料蝶酸ピ級一解勘囁蜘チル蝦創離料と
　　　たものにプタノールを加へて工一デル化したもので，無　　　いつ。

　　　色透明で，アルコr－・・ルヂエステル，ケトソ，ペソゾ・・ル　　　　5・酵酸ビニール「鰹化ビaル騨共翼含瞳塗斜

　　　’などの有機溶醜溶ける。メラミソレジソ‘ま尿素レジソ　　蹉化ピヲのジソは酷酸ビニルレジソにくらべit，耐

　　　にくらべて，鰭で灘すること詮膜力・非常噸いこ　廠・薩継がよくまた燃性であるが溶敵齢が

　　　’と，耐熱性，電氣絶繰性がすぐれ，繭水性，耐藥晶性も　　たい峡鮎がある。したがつて酷酸ビニルと共童含を行つ

　　　比鞍的よいことなど力嚇鍛である6　　　　　　　　　　　て爾者の敏織を補正するのが普通である。この塗料ゐ特

　　　　メラミソレジソは翠獅で用いられることは少く，尿素　　　徴は上記した通りであるが，特異な融は抗張力の大なる

　　　レヅソと共縮合したものが主として用いられる。またメ　　　ことで・ブリキに塗つたものは叩いても劒離しない。コ

　　　ラミソあるいは尿素一メラミソレジソをさらに冨炭酸あ　　　ソクリt…’トの塗装，罐詰罐の内部塗裟などに用いられる

　　　るいはフタル酸レジソと共縮合するか，またはフタル酸　　が，わが國ではまだ生産が少い。　　　　　　　・

　　　レジソを後から混合し淀ものも用いられる。石炭酸レジ　　　　6，醜酸ビニール寛化置脅團塗耕

　　　ンで難しt・・kのは漁性がよく認ア・レカ雌も増し　轍ビニルレジソを剥ビニ！vアルコワゆ構液申

　　　フタル酸レジソで鱒性したものヂまたはフタ些酸レジソ　　　に微粒子状態に乳濁させたエマルジヨソに，適當な可塑

　　　を加えたものからは可擁性のよい塗膜が得られる。　　　　測と顔料を加えた塗料で，水で稀めることができるが，

　　　ず・・したがつて純白または淡色の仕上げが可能で・尿素　　　る建築用塗糟としての用途が主なもので，特に無臭であ

　　　一ブタ・酸謝エナメルと購に繭鱒車越シy・冷　るから，病院・meなどの通風のわるいどとろの塗ecに　　｛

　　　藏嵐レソチ・自動車などに塗裟し，すばらしい仕上げ　　　好適でありrまた外部塗装に毛適する。木材，プラスタ

　　　が得られるρ　　　　　　　　　　一，モルタル，コソクリートの上には塗装出來るが，鐵

　　　　3，酪酸ビニルレジン塗親＼　　　　　　　　　　　　には直接塗ると錆が獲生するので，あらかじめ何らかの

　　　　アセチレソと酷酸とを反鷹せしめて得られる酷酸ビ昌　　　錆止塗装を行つた後に塗る。

　　　ル箪量膣を重合すると・酷酸ビニルレジソが得られるρ　　　　7，混慶ラツカー

　　　酷酸ビニをは重合度によつて硬敏各種のもρがあり・粘　　　　ラッカ・・の特性である速乾性・塗膜の硬さ・耐油性ゲ＿

　　　度はいちじるしく相違するが・塗糟用には主として軟化　　・耐水性と油性塗料の特陛である耐候性・附着ガ・肉持の

　　　融100℃程度の低重合度のが用いられ，石油溶刻・エ・・　　よいことなど，爾者の長所をteがいに助長するように爾

　　　・テル・テレピソ油・高級アルコ・，・ルには溶けないが・そ　　　者を混合した塗料で，ニトロセル’n・・一ズに酸化乾燥性フ

　　　れ以外の溶敵は溶け・揮X性ワニスやzナメルの製造・タル酸レジソ，または最近はメラミソーフター、戯レジ

　　　に用いら乖る。無色透朗で耐油性・耐光性よく・柔軟弾　　　ソなどを混用する。從來のラッカPにくらべて酸性がす，

　　　性で附齎力もよいが・耐水性・耐灘性が悪く，感温性が．　ぐれ光澤，肉持がよいので，輔・自動車・バスなどに

　　　大きく寒冷時には脆く・温い時にぱ粘性を示しまた吹付　、賞用される。特にメラミy－一フタドル酸レジンを混用し

　　　塗りを行うと徽引ぐなどの錨がある・これらの錨　価のは’5・～就で4・分位燃すると・いち1．；るし、

　　　は擁付乾燥（100°C・O・5～1時間）によつてある程度補　　　く硬度を増す。混成ラッカPは不揮護分が多くて肉持示

　　　正できるが・根本的な改善は望めないので・次に述べる　　　よいことから，ハイソリッドラッカーともいう。

　　　メ6e7＞リ．7V酸メチルと共重合ずることが多い。’　一

　4。　メタクリル酸メチルレジン塗斜

　　メタ妙・職メチルエステルの重合物で無色翻で，

一耐光性よく，速乾性で仕切りがよく，耐漁麟…でまた耐候

性・耐藥品性駄いが・やや附着吻が悪V・ので趣ミ～・・

エステルガム・フエノールレジン・フタル酸レジソ・酷酸

　ビニルレジソなどを添加してこの歓翻を補う。酷酸ビニ

ルと共重合を行つたものは爾者の鹸貼が補正されて，附

、．
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II．最近の棄材に感じた塗粁

　　　1レ＝ンクリート塗料

゜　　コソクリ・Aトはアルカリ性が彊く，水分をふくみ，ike　噂tt

　　くなつた庵のでも雨水や地下水が侵入するので，塗膜は

　　これらの諸條件に耐えるものでなければならない。

　　　ペイソト，mナメルのような漉性塗料はアルカリに甚　　　　声

　　つて鹸化され短期間に剥離する。コソクリP・・トはプラス　　ーt押

　　　　　　　　　∫．∫　・，．一．：一一　．，、’　t　脳
噸、　　，ご　　』．　　　t，、　　　．；：uぜ壷、認　；1、，・紘魂鴇漁転蕊轟繭
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　　　　ターで包んで水性塗料を塗れば無難であるが，モルタル

　・　　仕上げをした面の塗装はなかなかやつかいである。耐ア

　　　’　21しカリ塗料どしては，桐油系コソクリPト塗料，塵化ず

　　一　　ム塗料，ラッカP…，黒ワニス，7」く性塗料，エマルジョソ’

　　　　、塗料，酷酸ビニルエマルジョソ塗料などがある。黒ワニ

　　　　スは耐アルカリ性は彊いが，色合が黒色にかぎられまた

　　　　外部でば耐候性が悪い。水性，エマルジョy塗料は耐水

　　　　性が悪いから外部の塗装には使用できない。（酷酸ビニ

　　　　ルエマルジョン塗料は外部塗裟にも適す）ラッカ・・は塗

　　　　膜が薄いので便値が少い。盤化ゴム塗料吃耐アルカリ絵

　　　　は強いが附着力が弱いうらみがある。桐油系塗料は附着

　　　　力がよいが，薪しいコソクリ”ト面ではややおかされる

　　　　傾尚がある。　9
　　　　　以上のようにコソクリトー塗装には種々困難があつ

　　　　て，コシク1］　・一ト施工後少くとも孚年以上，普通は1年

　　　　を繧過して十分乾いたのち，桐油系塗料，盤化ゴム塗料

　　　　’また内部の黒化上げならば黒ワニスを塗ればよいが，こ

　　　　．れとても十分ではなく；目下のところ新しいコソクリP

　　　　ト画に塗装する萬全の方法はない。　　　－

　　　　　2，金屡用塗料

6　　　　　鐵材に鍬してはその目的によつて，ペイソト，エナメ．
↓　ル，ラ。か，魔櫨料，燵レジ燧料な路働唱
尊t　のが使用されることは周知の事蜜であるカS，特懸料と

’　　　　しては防鋳塗料，耐藥晶塗料，耐水塗料，耐油塗料，船

　　　　底塗料などがあるo

　　　　　防鏡塗料　鉗丹塗料示代表的であるが，これは鉛丹と

　　　　ボイル油を混合して下塗りに用い，非常に硬く耐水性が

　　　　すぐれている。その他亜鉛末，亜酸化鉛，亜鉛黄または
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　n．　一盤基性クPム酸鉛，〃ロム酸バリウムなどを使用した塗

　　　　料唱あり，これらは化學的に防錆力があるという。もつ

　　　　と鳩一般的に使用されるものは，酸化鐵粉を活性顔料で

　　　　ある一亜鉛華と混合した毛のを重合度の高い油で練つた
ズ

　　　　丁さび止ペイソト」で，錯丹に匹敵する。耐薦晶塗料と．し

　　へ　　”v　　　　　∵”’　　、．欄i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo3’　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
ては黒Vrr　X，フエノールレジソ系特殊塗料，ラッカe・r

願化ゴム塗料，各種の瀦付塗料などがあるび樹水塗料に．・

にスパt－’ワニス製のエナメパまたはアルミニウムペイソ

　ト，ラッか㌧焼付塗料などがある。耐油塗装（機櫨
　　　　　　　　　　　　　　り油・脂肪油）としてはフタル酸レ貿ソ・尿素レジソ・塵

化ゴム・フェ・1，・e一ルレジソ・熱硬化型フェノt－”ル、レヅ

ソ・焼付塗料などがある。船底塗料には下塗と上塗があ

つて，下塗りは鋼板の防蝕を目的とするもので，1號船

底塗料（船底防錆塗料）といい，上塗は生物の附着を

訪止するもので2號船底塗料（船底防汚塗料）という。

一一ﾜた船舶の水線附近は灘水め乾漁交亙の作用をうけるの

一一一 ﾅ，特に水線塗料を塗る。

　3．＊材用塗耕　　　一

　透明仕上にはセラックスワニス，油ワニス各種，クiJ、

ヤe・mラッカー，尿素レジソワニス，フエノールレジソブ

ニス，フタレ酸レジソワニス，酷酸ビaル・・メタアクリ

ル酸レジソワニスなどを用いるが透萌度の高い屯のでな

いと便値が少い。尿素。醐酸ビニルt－’ルメタアクリル酸

塗料は透睨度がもつと吃高い。有色仕上の場合にも上寵ゼ

のワ＝スで造つたエナメル類，ペイントなどを用いる。

　4，ガラス用塗粋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一／

　ガラスは非吸牧性で，表面がすこぶる4滑であるから

塗料は一般に附潜し難い。ペイソト，フタル酸レジン塗

麟，溌付塗料などは比較的附着がよいが，これとて亀塗

膜が長く水に浸されると答易にはがれる。ラッ1カ　・・など

は特に附藩が悪く，ガラ1代に完全に附着する塗料はないひ　　　・

　5，皮藁・紙用塗料　　　　　・　，

　柔軟性に富むζとが必要で，特殊な皮革用ラッカ惰
　　　　　び　　　　　　　　゜
酷酸ビニル塗料または重合油を主膿としたものなどがあ

る。重含油を用いた屯のは安債で比較的塗膜もよく廣く

用いられる。醗酸ピユル塗料は塗膜が良好で光澤喝よ
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